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1. はじめに 

東海道本線山崎川橋りょう改築工事は、名古屋市が計

画する二級河川山崎川の河川改修事業に伴い、山崎川橋

りょうの改築を行うものである。 

河川改修事業により、山崎川橋りょう付近の河床を橋

脚基礎部分より低い位置まで掘削するため、橋脚の安定

性が確保出来なくなることから、当社にて橋りょうの改

築を実施するものである（図 1）。 

橋りょうの改築方法は、営業線を運行させながら桁を一旦仮橋脚に受け替えたうえで、既設橋脚を撤去・

新設する計画とした。本稿では、既設橋脚から仮橋脚への桁の受け替え方法についての検討内容を報告する。 

 

2. 桁の受け替え概要 

2.1 工事の施工ステップ 

 工事の施工ステップとしては、①河川を中央部で締め切り施工ヤードを造成→②既設橋脚周りに仮橋脚を

組み立て桁を受け替え→③既設橋脚を撤去→④橋脚を新設→⑤新設橋脚への桁受け替え→⑥仮橋脚を撤去→

護岸・護床 という流れで進める。これを 2P 橋脚側から先に施工を行い、2P 橋脚側の施工が終了した後、1P

側の改築を実施する。 

 

2.2 仮橋脚の構造 

仮橋脚は、鋼製の 4 柱ラーメン橋脚と受梁で桁

を支持する構造であり、縦梁上の油圧ジャッキに

より受梁の高さを調整することができる（図 2）。 

受梁を上昇させ、桁を現状の高さよりも上げ越

し、既設橋脚支承と桁支承の縁を切り、受梁と縦

梁の間に鋼製の調整プレートを差し込む事で、桁

の支持を既設橋脚から仮橋脚に変更することがで

きる。                             図 2 仮橋脚構造             

 

3. 桁受け替え時の課題 

構造物の受け替えを行うにあたり、本工事では桁下の空頭制限により反力設備を設置できず仮橋脚への事

前載荷を行うことが困難であった。そのため、仮橋脚への桁受け替え時に沈下が発生した場合にも、既設橋

脚を残した状態で桁を支えられるようにしておくことで営業線の運行に支障しないようにした。 

仮橋脚に列車荷重を載荷させるためには、仮橋脚で桁を支持した状態で営業線を通し、列車荷重により桁

が沈下したとしても、既設橋脚支承と桁支承が離れた状態にしておく必要がある。ただし、山崎川橋りょう

は無道床の直結軌道であり桁を動かした影響が直接軌道にも作用することが想定されるため、軌道への影響

を最小限に抑えつつ、仮橋脚に列車荷重を確実に載荷できるように上げ越し量を設定することが課題となる。 

図 1 山崎川橋りょう横断図 
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